
編集後記  

●初めて編集後記なるものを書きます．ということで，  

他のノブの苦いたものを参考にしようと見てみると，時  

候のあいさつから始める万が多いようです．でも，こ  

の‡J・が・持株のお手元に届く頃は既に年も明けています  

が，今は晩秋．甘，船便でヨーロッパに送る手紙を子手  

いた八もI〔iJじことを感じたのでしょうか．  

●でもそんなことは完いこせずに進めます．連IIの  
TV・新聞の．記事は，同時多発テロとアフガン空爆，  

小泉内㈲と構造改革がトップを－1iめています．この年  

は仙界とIJ本の歴史にとって特別な年になるのかも知  

れません．和平のためのプロセスや難民技肋，特種法  

人改革なども含め，そのような問題とORとの係わり  

はどうなっているのでしょうか．  

●今Ijはスケジューリングについての企業事例特集で  

す．著者のノブ々には，昨年春の企業事例交流会（春季  

研究発表会時に開催）でのご発表をあらためて原稿に  

して頂きました．編集にあたっては，法政大サの苗岡  

先隼と研究普及委員会の皆様方（NTT－ATの川島様，  

鉄道総研の平井様，ri本川M東京基礎研究所の岡野  

様）に全面的なご協力を頂きました．どうもありがと  
うございました．  

●どの論文の内容も実践に裏打ちされたものであり，  

その文章からは自信のようなものが感じられます．介  

業活軌における資源と情報の空闘】勺・時間的な動きガ  

を決めていくという意味で，スケジューIjングがいか  

に重要かを再認識した京がします．そういえば先11見  

たTV番組で，八が八であるゆえんのひとつとして，  

八の月i㌫には他者のことを口分自身のこととして感じる  

共感という能力がある一戸．（をあげていました．他人の苦  

いた文章を読んで，そこから自分の抱えてし、るl！iJ題へ  

の解決法や新たな研究テーマを感じる（兄い目す）の  

とr札係があるのでしょうか．  

●この特集が倍様の共感を得ることを期待しておりま  

す．  （小沢利久）  
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